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ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
活
用
状
況
や

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
は
、
ツ

ア
ー
会
社
へ
無
料
で
貸
し
て
い
た
平

成
29
年
は
75
回
、
平
成
30
年
は
41
回

運
行
さ
れ
、
令
和
元
年
度
は
市
が
４

回
運
行
し
て
い
る
が
赤
字
。
今
年
度

は
備
北
バ
ス
に
貸
し
出
し
て
運
行
を

お
願
い
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

は
８
０
０
万
円
で
購
入
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
老
朽
化
の
た
め
多
額
の
維

持
修
繕
費
用
が
発
生
し
て
い
る
。
今

後
は
民
間
へ
の
払
い
下
げ
な
ど
も
検

討
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
会
支
援
制
度
は
行
政
協
力
報

奨
金
以
外
の
振
り
返
り
奨
励
金
、
支

え
合
い
奨
励
金
、
清
掃
美
化
活
動
奨

励
金
な
ど
令
和
元
年
度
で
終
了
し
た

こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
質

疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
幾
つ

か
の
制
度
を
、
窓
口
を
一
本
化
し
て

や
っ
て
き
た
が
、
制
度
が
複
雑
に
な

り
過
ぎ
た
部
分
も
あ
り
利
用
の
少
な

か
っ
た
も
の
と
、
他
の
制
度
と
重
複

す
る
部
分
を
見
直
し
た
り
廃
止
し
た

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

継
続
し
て
い
る
事
業
は
７
事
業
で
、

行
政
協
力
報
奨
金
、
道
路
の
維
持
管

理
作
業
報
奨
金
、
ご
み
の
減
量
化
協

力
団
体
の
報
償
金
、
地
域
集
会
所
の

整
備
費
補
助
金
、
ご
み
の
収
集
施
設

設
置
に
伴
う
補
助
金
、
自
主
防
災
組

織
の
活
動
促
進
を
行
う
た
め
の
補
助

金
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
と
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
の
補
助
金
が
継
続
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
市
内
の
一

般
社
団
法
人
梁
ク
ラ
ス
に
委
託
し
た

こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
移
住
の 

対
応
件
数 

１
０
９
件
の
中
、
30
代
か
ら
40
代
の

方
が
約
半
分
程
度
の
相
談
件
数
を
占

め
、
多
く
は
中
国
地
方
、
特
に
県
内

が
約
40
％
、
関
東
地
方
が
17
％
、
近

畿
地
方
が
19
％
で
し
た
。
移
住
し
て

こ
ら
れ
た
16
世
帯
の
方
は
県
内
か
ら

６
世
帯
、
県
外
か
ら
９
世
帯
、 

国
外

か
ら
１
世
帯
で
し
た
。
移
住
促
進
に

関
わ
る
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
主
に
相
談
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
に
対
応
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
委
員
か
ら

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
な
ど

２
件
に
反
対

　
　
　
　
　
　
　

  

（
石
部 

誠
議
員
）

　

認
定
第
１
号
「
令
和
元
年
度
高
梁

市
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
」
は
行
革
関
係
で
引
き
上
げ
ら

れ
た
各
種
利
用
料
金
な
ど
が
含
ま
れ

る
。
順
正
学
園
へ
の
補
助
金
や
Ｃ
Ｃ

Ｃ
へ
の
図
書
館
委
託
料
な
ど
が
優
先

的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
登
録
者
が
少
な

く
、
市
民
負
担
軽
減
、
利
便
性
に
も

繋
が
ら
な
い
。
行
革
・
財
政
難
な
ど

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
市
民
負
担

増
と
な
っ
て
い
る
の
で
反
対
す
る
。

　

次
に
認
定
第
３
号
「
令
和
元
年
度

高
梁
市
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て
」
は
現
在
で
も
高
す
ぎ

る
水
道
料
金
が
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
す

る
。

　

請
願
第
２
号
の
「
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
請
願
書
」
は
採

択
す
る
と
い
う
委
員
長
報
告
に
賛
成

す
る
。

　

最
後
に
請
願
第
３
号
「
教
員
定
数

の
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
の

復
元
を
求
め
る
」
の
委
員
長
報
告
は

継
続
審
議
だ
が
、
学
校
現
場
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
解
決
の
た
め
に
は
教
育

費
の
国
庫
負
担
率
を
２
分
の
１
に
戻

す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
政
府
に
対

す
る
意
見
書
の
必
要
性
を
考
え
採
択

を
求
め
る
。

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議

案
、
更
に
は
請
願
の
委
員
長
報
告

を
了
と
し
、
賛
成
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
森
田
仲
一
議
員
）

　

決
算
認
定
３
件
に
つ
い
て
は
７
月

豪
雨
災
害
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
な
ど
の
影
響
か
ら
多
額

の
財
源
が
費
や
さ
れ
苦
心
の
決
算
状

況
と
感
じ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
適
切
な
財
源
確
保
も
な
さ
れ
て

お
り
、
各
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

　

次
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど

の
補
正
予
算
関
連
３
議
案
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
予
算

措
置
が
主
な
も
の
で
、
一
日
も
早
い

コ
ロ
ナ
終
息
を
願
い
賛
成
す
る
。
そ

の
他
議
案
５
件
請
願
２
件
は
委
員
長

報
告
を
了
と
し
、
全
て
の
議
案
に
賛

成
す
る
。

請
願
第
３
号
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
今

議
会
で
の
採
択
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
田
好
夫
議
員
）

　

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
、
生

活
支
援
に
よ
る
財
政
需
要
は
高
ま
っ

て
い
る
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
が
、
こ
の
こ
と
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
要
請
し
、

認
定
第
１
号
か
ら
第
３
号
は
委
員
長

報
告
に
賛
成
す
る
。

　

議
案
第
78
号
に
つ
い
て
は
、「
高

梁
市
伊
藤
こ
ど
も
図
書
基
金
条
例
」

の
趣
旨
を
活
か
し
子
供
の
読
書
環
境

の
充
実
を
望
む
。
議
案
第
81
号
か
ら

第
85
号
の
多
く
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

だ
が
、
今
回
の
補
正
の
み
で
な
く
今

後
も
適
時
・
適
正
な
施
策
を
求
め
、

委
員
長
報
告
を
了
と
す
る
。
請
願
第

２
号
は
委
員
長
報
告
を
了
と
し
、
紹

介
議
員
と
し
て
、
皆
様
の
ご
賛
同
を

願
う
。

　

請
願
第
３
号
は
、
委
員
長
報
告
で

は
継
続
審
査
で
あ
る
が
、
今
議
会
は

改
選
前
の
議
会
で
あ
り
審
議
未
了
と

な
り
実
質
不
採
択
の
扱
い
と
な
る
。

そ
の
た
め
ぜ
ひ
と
も
今
議
会
で
の
採

択
を
願
う
。
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○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度高梁市水道事業特別会計決算認定について

９月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果

※議長は採決には加わりません。　※他の議案及び認定案件は全会一致で可決及び認定しました。

○賛成　●反対

件　　　　　　　　　　　　　　名

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
をはかるための、2021 年度政府予算に係る意見書採択の
請願を継続審査することについて

討論

マイ・タイムライン講習会（成羽町）

ボンネットバス

都市部で開催される移住相談会

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
つ
い
て

町
内
会
支
援
制
度
に
つ
い
て

移
住
サ
ポ
ー
ト
事
業


